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【要約】 

 近年の夏季の異常高温により、盛夏期に育苗するキャベツでは、根鉢形成の遅れなどの生育不

良が問題となっている。根鉢形成を促進するため、育苗資材の違いによる夏季高温対策を検討し

た。 

 白黒セルトレイ （以下、白黒トレイ）を使用した育苗では、従来の黒色セルトレイ （以下、黒

トレイ）での育苗に比べ根鉢形成が促進された。また、遮熱資材Ｂを内部展張した育苗ハウスで

は、遮熱資材Ａに比べ、最高室温が約５℃低かった。これらの使用により適切な育苗管理が行わ

れ、計画的な作付けが可能となる。 

 

１ はじめに 

 ７月下旬から９月の盛夏には種、育苗期を迎えるキャベツ栽培では、近年の夏季の異常高温

により育苗時に生育不良となり根鉢がなかなか形成されず、育苗日数が延長し、計画どおりに

定植できない事例が多く見られる。シーズンを通して安定生産 ・安定出荷を実現するためには、

適切な育苗と計画的な定植が非常に重要である。そこで、育苗資材の違いによる生育及び環境

改善効果を確認し、育苗時における夏季高温対策に取り組んだ。 

 

２ 実証概要 

（１）セルトレイの比較 

 育苗時に黒トレイが広く使用されているが、試験として表面及び内側が白色、裏面が黒色

の白黒トレイを使用した （写真１）。128穴の黒トレイ及び白黒トレイには種後、室温20℃

の冷蔵庫で１日半保管し、その後育苗ハウスに並べた。は種31日後に生育及び根鉢形成状

況を調査した。 

（２）遮熱資材の比較 

 遮熱資材は、熱源となる赤外線の熱線を吸収、あるいは反射して温度上昇を抑制する効果

を持つ。種類の異なる遮熱資材Ａ （Ａ社製）と遮熱資材Ｂ （Ｂ社製）を内部展張した育苗ハ

ウス（写真２）において、1.5ｍの高さで遮熱資材下の温度を測定した。 

（３）導入コストの計算 

導入に要するコストを計算した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 遮熱資材を内部展張した育苗ハウス 写真１ 白黒トレイ 



３ 結果 

（１）セルトレイの色の違いによる生育改善効果 

 は種31日後の地上部の生育状況に有意差はなかった（データ略）。しかし、白黒トレイで

育苗した苗は根量が多く、根鉢形成が促進されていた（写真３）。 

 

（２）遮熱資材による昇温抑制効果 

遮熱資材Ａ及びＢを内部展張した育苗ハウス内の温度は、両区とも午後１時に最高とな

った。遮熱資材Ａ展張下では43.1℃、Ｂ展張下では37.9℃で、Ｂ展張下の方が約５℃低か

った（図１）。 

 

（３）導入コスト 

 新たに育苗資材を導入する際に要する経費は表１のとおりであった。10a分の苗を育苗す

るのに必要な白黒トレイの価格は9,020円で、通常の黒トレイと比較して経費は12,760円

安くなる。 

 

写真３ 左：白黒トレイ、右：黒トレイ 

図１ ９月15日の室温の推移 



      表1 コスト比較 

     単価は2025年8月調査 

 

４ まとめ 

 白黒トレイは黒トレイに比べ根鉢形成促進効果は高く、高温対策として有効と考えられる

が、所有するセルトレイを全て交換するのはコスト面から難しい。そのため、買い換えのタイ

ミングで白黒トレイを導入するのも一つの手段である。また、高温期には種する作型で白黒ト

レイを使用する、あるいは高温に弱い品種では白黒トレイを使用するなど、は種期、品種によ

りセルトレイを使い分けると良いと考えられる。 

 また、遮熱資材の種類によって昇温抑制効果に差はあったものの、遮熱資材を内部展張して

いないハウスに比べ、体感では、遮熱資材Ａ、Ｂともに室温の上昇は抑えられているように感

じた。遮熱資材を育苗ハウスに内部展張し、育苗環境の改善に努めるのが望ましい。 
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